保育所等利用申込みチェックシート令和３年度


児童氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成・令和　　　年　　　月　　　日生）

以下の内容ご確認後、確認欄にチェックの上、署名をお願いします。
	
	確認内容
	確認欄

	１
	この申込書は令和３年度のみ有効です。年度ごとに申込みが必要になります。
※新年度申込みは、例年10月頃となっています。
	□ (チェック)

	２
	保育所等の利用は毎月1日付けです。
	□ (チェック)

	３
	必要に応じて、世帯状況、就労状況及び世帯員の課税状況などの調査をすることがあります。また、虚偽の申込みをした場合は利用決定を取り消します。
	□ (チェック)

	４
	申込書の内容に変更が生じた場合は、直ちに小田原市保育課へ連絡します。
	□ (チェック)

	５
	希望する保育所等に見学へ行き、開所時間や受入可能な月齢を確認しましたか？
各保育所等で特色のある保育を行っておりますので、事前に希望される保育所等に見学を行ってください。
	□ (チェック)

	６
	希望園を1つしか記入しなかった場合、その保育所等のみ選考対象になります。
	□ (チェック)

	７
	複数の希望園を記入した場合、通園できる保育所等を書きましたか？
※審査の結果、利用が内定した後に辞退をすると年度内の利用選考において選考指数から減点となります。第2希望園以降の保育所等に決まった場合に辞退をすることのないようにお願いします。（希望園の変更は、毎月10日まで可能です。ただし、4月利用の場合は、新年度申込み受付期間内で希望園の変更ができます。）
	□ (チェック)

	８
	利用を希望する保育所等に児童の状況や保育事由等の情報提供することに同意します。
	□ (チェック)

	９
	ご提供いただいたマイナンバー（個人番号）を課税状況等の調査のため利用することがあります。
	□ (チェック)

	10
	保育料については、父母が一定の収入に達していなければ、同居の祖父母の税額から決定する場合があります。
住民税が未申告の場合は、最高額の保育料になります。
また、その年の1月1日に小田原市に住民票がない方で、マイナンバー（個人番号）の提供にご同意いただけない場合、課税証明書等が未提出の際は、最高額の保育料になります。
	□ (チェック)

	11
	過去に保育料の滞納がある世帯は、利用選考において選考指数から減点となります。
	□ (チェック)

	12
	転園希望については、保育の実施を受けていない新規申込みを優先します。
また、転園が内定した際は、現在利用している保育所等は退所となります。なお、内定を辞退した場合でも、現在利用している保育所等は退所となります。
	□ (チェック)

	13
	利用を希望する児童以外に小学校入学前の兄弟姉妹等の児童がいる世帯で、保育所等施設および幼稚園に在園しておらず、保育所等の利用申込みをしていない場合は、利用選考において選考指数から減点となります。
	□ (チェック)

	14
	利用選考は期限までに提出された書類によって審査します。保育を必要とする事由を証明するための書類を期限までに提出されない場合は、利用選考において、選考指数から減点となります。期限後に提出された書類は次回の選考から考慮します。裏面あり

	□ (チェック)

	15
	4月2次の利用選考の結果、入所ができなかった場合、5月以降の利用選考の継続について意向調査があります。引き続き利用選考を希望する方は、希望票の提出が必要です。
	□ (チェック)

	16
	令和３年度4月利用が内定した方で、既に令和2年度中の利用申込をしている場合、2月及び3月の利用選考については、原則4月利用が内定した施設のみの利用選考となります。他の施設を希望する場合は、希望園変更届の提出が必要です。
	□ (チェック)

	17
	育児休業中の方で不承諾希望の場合でも、希望する保育所等に内定することがあります。
※内定した場合、入所不承諾通知書は発行できませんので、ご注意ください。
	□ (チェック)

	18
	郵送で4月1次の申込みを行う場合、締切日必着となります。万が一の郵便事故等による不着、遅延については責任を負いかねますので、ご了承ください。
	□ (チェック)



≪育児休業を取得中の方へ≫（該当する項目にチェック等をしてください）	
	●育児休業期間中ではあるが、復職を早めて利用を希望する場合は、就労証明書の『保育所等入所次第育児休業を切り上げて職場復帰可能』が「可」である必要があります。・・・・・・・・・□ (チェック)

●希望月に利用できずに育児休業取得の期限がきてしまった場合、
□ (チェック)　育児休業の延長ができる（　令和　　年　　月　　日まで　）
⇒　□ (チェック)　延長した期限まで家庭で保育する　
　　　　→利用事由がなくなりますので、申込みの取下げが必要です。
⇒　□ (チェック)　延長した期限までに利用でき次第復職する
　　　　　　　　　　→申込後に延長が可能となった場合、就労証明書の提出が再度必要です。
就労証明書には、延長可能な期間の記載に加えて、『保育所等入所次第育児休業を切り上げて職場復帰可能』が「可」である必要があります。
□ (チェック)　育児休業から復帰　⇒　その場合の預け先（　　　　　　　　　　　　）



保育所等利用申込みについて上記の内容をすべて確認しました。
令和　　年　　月　　日
保護者　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 市役所記入欄

	本人確認書類
	確認書類（次のうち１つ）

	
□番号確認
	□個人番号カード
□個人番号通知カード
□住民票の写し
□住民票記載事項証明書

	
□身元確認
	1つ必要
	2つ必要

	
	□個人番号カード
□運転免許証
□パスポート
□身体障害者手帳
□住民基本台帳カード
□その他（　　　　　　　）
	□健康保険証
□介護保険証
□年金手帳
□児童扶養手当証書
□特別児童扶養手当証書
□その他（　　　　　　　）
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